
◆ 福井大学教育学部附属義務 

  教育学校の新たな挑戦 ◆ 
全教科全領域で取り組む９ヵ年の協働 

探究カリキュラム開発 

探究というものの大切さを最

近強く感じており、具体的な

実践事例をもとに、様々な可

能性をお聞きでき、多くの学

びがありました。 

◆ 小学校、中学校の授業づくり

を支援する訪問研修の充実 ◆ 
学力調査の活用や授業改善に関する支援 

◆ 教育相談における 

「チーム学校」について ◆ 
 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

  

 

  

当研究所では、左記のテーマのもと、未

来の社会を担う子どもたちをどう育てて

いくべきなのかを見すえて、研究発表会を

開催し、県内外から、２３５名の方々にお

越しいただきました。 

ご発表いただいた方々、ご参加くださっ

た方々に厚く御礼申し上げます。 

 

◆Ｑ－Ｕ検査を活用した不登校支援◆ 

特別支援学校における小集団クラスでの利用 

平成 30 年度 第３3 回 福井県教育総合研究所  研究発表会 報告 

◆ 中高連携社会科授業研究 ◆ 

 

◆小中高における沿革配信を活用

した理科教育の充実◆ 
実験配信で双方向の特性を生かした授業サポート 

 

◆小学校における学校マネジメント◆ 

学校組織マネジメントにむけた 

カリキュラム・マネジメントの実践 

具体的な実践例を発表していただき参考になりまし

た。本校でできる方法を探っていきたいと思います。 

子ども達が力をつけていく

ためには、教師の視点（働

き方改革など）、協働体制

などを整える作業が大切だ

と思いました。 

生徒が過ごしやすいク

ラスを作るためにＱ－

Ｕ検査というアンケー

ト結果をデータ化する

新しい試みを知ること

ができた。 

不登校やいじめにあっている生徒は少なくないの

で、ぜひＱ－Ｕを利用し、早期発見、未然防止につ

なげたい。 

日時：平成３１年２月１５日（金） 

   １０：３０～１６：２０ 

会場：福井県教育総合研究所 

   福井県自冶研修所 

チームとして学校の課題解

決に取り組むプロセスを知

ることができました。 

新しいチーム学校で協働し

てすすめていくことが必要

だと思いました。 

今後、校内研修の内

容等をよりよいもの

になるよう考えてい

くべきだと思いまし

た。そのためにこの

研修はとても参考に

なりました。 

全国学調の分析のポイント、

授業改善の視点を教えていた

だきました。 

◆英語ディベートを授業に取り入

れるにはどうしたらよいか◆ 

◆専門学科における横断的学習の

在り方についての研究◆ 
～経済同友会との交流を通して～ 

企業と学校が交流して意見交換や情報共有できるこ

とで、企業がもっと活発になると思いました。 

ぜひ今後もこの活動を続

けてほしいですし、高校

と地元産業界が協力して

生徒の育成ができたら素

晴らしいと思います。 

◆授業改善プロジェクトチームが

生み出した価値◆ 
校内自主研究会の在り方 

◆地方創生を担う人材をはぐくむ

教育の研究について◆ 
 

子ども達の成長を中心に置

き、自地域や他地域の課題等

に取り組むこと、そのために

教職員全員で取り組むことが

必要だと分かりました。 

各学校での地方創生の取り組みを

聞くことができてよかったです。 

◆中高の円滑な接続を実現する 

授業実践の研究◆ 
中高で、研究の視点と課題を共有して行った授業実践 

実際に中学校と高校で

行った授業を元に中高

連携をどのようにして

いったらよいのかが分

かりました。 

中高接続、高校の授業改革が叫ばれている中、中高での

教員どうしの交流が大切だと思いました。若い先生方が

力を合わせて発信をリードしなくてはと思いました。 

◆高校数学における 

授業改善の取組み◆ 
ICT を活用した授業実践 

細やかな指導と、試行

錯誤されている様子が

伺え、共通の悩みを持

つ立場としてとても意

義深い発表でした。 

◆中学校における学校マネジメント◆ 

学校組織マネジメントにむけたカリキュラ

ム・マネジメントの実践  

中学校は学年部会や教科

部会でマネジメントして

いくような組織のつなが

りを意識していくことが

大切だと感じました。 

組織、カリキュラムマネジ

メントについて具体的な実

践を聞ける貴重な機会とな

りました。 

マネジメント研修のよう

な実践型研修をこれから

考えていきます。 

◆高校・特別支援学校における 

学校マネジメント◆ 
学校組織マネジメントにむけたカリキュラム・ 

マネジメントの実践 PBL(課題解決型学習)への取

組み。様々な活動が生徒主

体で行われており、感心し

ました。 

ＳＷＯＴ分析による現状

把握と目標設定の重要性

が理解できました。 

学校全体で実践を共有した

り、公開したりする場がた

くさんあることに驚きまし

た。実際にやってみる原動

力がすばらしい。 

無理や強制をしないスタンスがすばらしく、敷居が

低いことが多くの先生方の巻き込みや底上げにつな

がっていると強く感じました。 

研究発表① 10:30～11:20 研究発表② 14:00～14:50 

ポスターセッション  11:30～12:20 講演会  15:00～16:20 

ポスターセッションは、自治研修所で行わ

れ、約 150 名の方が参加してくださいま

した。全 14 のブースが設けられ、高等学

校の実践発表や教育相談、外国語教育など

幅広いテーマがあり、参加者の皆様には、

関心のあるブースを自由に回っていただ

きました。発表は１回につき 20 分間（全

２回）という短い時間でしたが、発表者と

参加者が交流しやすい和気あいあいとし

た雰囲気があり、大変有意義であったとの

声が多く聞かれました。 

「分かっているから分からないへ」 
福井県教育総合研究所 特別研究員 

          川角 博 先生 

 

講演会には、約 200 名の参加者で会場が

いっぱいになりました。講演では映像を使

った問題やグループでの協議など、参加者

も主体的に参画できました。川角先生から

「学習の芽を出させ、思考の過程を踏ませ

る学びが大切」というこれからの授業づく

りの視点が示され、参加者からも今後の指

針を得ることができたという声が多く聞

かれました。 

実際に実験配信を体験しても

らいました。また、小中高の授

業の目的やねらいに応じたコ

ンテンツを紹介しました。 

「チーム学校」を実現するために必要なことについて、 

参加者と共通理解を図りました。 

「培われる力の明確化」・「授業フォーマットの

提示」を中心に 

ジグソー法や ICT を実際に活用している先生方の話や

工夫・苦労点が聞けて、自分のこれからの授業に活か

していきたいと感じました。 

博物館見学 13:15～13:50 

今回初めて開催された教育博物館の見学

には、約 70 名の参加がありました。短い

時間でしたが、解説を聞くことによって、  

幕末から受け継がれる福井の教育の先進   

性や、福井が生んだ教育者 

のことがよく理解できたと 

いう声が聞かれました。 

３高校の先生方が

実践発表を行いま

した。 

組織づくりを自主研究会か

ら始めるという取組み。 

働き方改革につながる可能

性を感じました。 

 

前期課程、後期課程の交流による主体性の育成

を感じました。 


